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ホウレンツウのシュウ酸含有率に及ぼす窒素潟B料の影響
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ホウレンッウにはシェウ酸が多く含まれており、食生

活上有害視されているだけでなく、「あくJの 主成分とし

て食味にも影響を及ほしている。このため、「あく」成分

の少ないものは差】U化商品として有え」に扱われるといわ

れているり。

シュウ酸の植物体内での代討 書 積に影響を及ほす要

因として戎培時期 品 種、生育ステージDなどが答げられ

るが、その 1つ に空素肥料がある。窒素施用量とシユウ

酸合有率との関係についてはいくつかの知矛 )があるが、

商品価値の無いもの (出荷基準を満たせないもの)ま で

含めて比較検討している場合が多 くみられる。ここでは、

出Tr時でのシュウ酸含有率の低潮 とを目的とした肥将管

理法を開発するため、先す 望 素の施用量と作内硝酸及

びシュウ酸含有事の繕目的な変動について検討したので

報告する。

初めに、ホウレンソウが出荷基準まで真llな生育をす

る窒素施用量を特定するため、17501X4のワグネルポット

で予n8試験をイ予った。すなわち、窒素標準翻 巴畳 (ポッ

ト当り05g)、 倍望、3情 豊、4倍 畳及び窒蒸無施月の5

処理区を設け、本ウレンッウを栽を した。その結果、無

施用は窒素欠乏 3倍 量と4悟 望は豊素過剰により生育

が劣った。そのため以後の回場試験では標準施肥と倍望

翻 巴について行つた。

農弐場内の水田転換畑 (Ⅲ粗粒灰色低地上)雨 除け/ヽ

ウスにおいて、お酸アンモニウムを用いて16a当 り窒乗

10狐 gを全壇71肥で施開 し、処理区それぞれをN lo(標

準施肥区)N卸 (窒素信量区)と した。1993年4月21日

にホウレンツウ (品種 :グ ●―リー、タキイ種苗)を 播

種 し、播種後15日目から約 1週 間おきに地上部を採取、

新鮮重を測定した。試llに5倍 畠の茶留水を加えてホモ

ジナイズしたものを遠″ぶ分離 (7000rpal、10分間)し  上

清を希釈後 イ オンクロマ トグラフイー法で硝醸及びシ

ュウ酸を測定した。

両処理区とも、初期生育は長好で務臣後27日日頃から

N20の 生育凋奏りはじめ、34日目には両処理区ともに収

穫適期である草丈が25cmに 遵する株も見られ、株当りの

新鮮室はN21が N10よ りも10g程度大きくなった。34日目

以降、N20は 新鮮宣が著しく増カコしたが、N16は 生青や

滞が始まり、出荷基準に満たない株も観察された (第1

哀)。硝酸合有率は窒素胸将量を反映しており、N力 の方

が生育期間を通して多いが 経 日的な変動に一定の傾向

は無かつた。N loにおいては41日 日以降、合右率が極苅

に減少してお り、と育停滞の原因は肥料切れと考えられ

た。一方、シユウ酸含有率はN19、 N20と もに生育が妊

盛になる27～34日目にかけて減少 し、眼穫適期後 (34～

41日日)に は合有率が増"Bした。

次に、硝酸 シ ュウ酸含有率の関係 (同一林内)を 果

なる生育日数で比較すると、20,目 に負の相関 (r=的78)

がみられ、34日目には関係が乱れたが、48日目には逆に

正の相関 ←■92)が みられた (第1図)。

また、新鮮重の 1週 間の増jD事に対する水当りのシュ

ウ酸含量の増加率にはヽに高い正の相関 (r封93～097)

があるが、生育日数により果をってお り、収強開始時期

(34～41日 目)に 相関直線の傾 きが特に大きくなった

(Yウ 05X098)。 すなわち取能が遅れた株のシュウ酸含

雪は非常に高くなると考えられた (第2図 )。

窒乗施用望とシュウ酸含有牢との間には正の相間があ

るという報告かが多いが逆に負の相関があるという報告)

もあり、刀弥らは両者の関係fま単純ではないと述べてい

1)亀 野 貞 にか 1991

2)吉 " 年 彦ほか1988

中国農読研報 &157175

4畿中国磨研7i″ 81

番ほか 1989近 畿中国農研 7■ 811

茂弘ほか1989山 口農試研報4 1ヽ4045

3)

4)

波

弥

岩

刀



‐

奈良県農業試験場研究報告 第 25号 (1甥4)

第 1表  新 鮮重及び内容成分の変化
Tabio I  Changos or tesh w。モghi nirato ccrtc。l and oxalac oontent
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る0.ネ 実験では窒素施用量を47Eえ、硝酸及びシュウ酸合

有率の変動を追うことによって 取 確適期付近で両者の

相関関係本負からILに変化し、また、その時期にはシュ

ウ酸の諾積速度が増大することを認めた。したがって、

シェウ磁の蓄積が比鞍的少ないホウレンッウを収程する

技術として、以下のことが想定される。0生 育初期にお

いては体内のシュウ酸及び硝段の合有率 に は負の相関

関係があるため、基肥を重視して窒素吸 収 量を増加さ

せることによって 体 内の硝酸レベルを 高 め 逆 にシ

ュウ酸の蓄積を少なくする。

②その後は生育に遅遠を招かぬように肥培管理に注意し

シュウ酸蓄積を低い水準に抑えておく。
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③巨に、収穫適期付辺では生育蒼に対するシュウ酸の書

積量が大きいので通期に遣したら早めに収寝する。

また 収 種期に入つてから窒素の肥効を高めると、硝

酸合有率を増加させるだけでなく、収穫が遅れた場合に

は硝酸及びシュウ酸の合有事に正の相関関係が生じるこ

とから、シュウ蔑の書積も促進するので追肥の時期には

注意が必要である。

今後は技術の実用化のために 空 表肥料の施用時期等

枚ヽ討し シ ェウ酸低商 ヒのための肥培管理とを推立し

ていくことが必要である。
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新鮮重増カロ率とシェウ践増加字の関係
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